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お知らせ 

10 月３日(土)～1２(月)、「上尾の昔 ～あそび・くらし展～」を開催します。 

地階展示ロビーにて、上尾市が所有する昔の上尾の暮らしがわかる写真の展示をおこない 

ます。コロナウィルス感染拡大防止の観点から、おもちゃづくり体験コーナーやミュージカ 

ルの鑑賞会は実施できませんが、ぜひお越しください。 

年末・年始休館日：12 月 28 日(月)～202１年 1 月 4 日(月)  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プランクトンを顕微鏡で探してみよう 
自然界の食物連鎖について学び、池で採取した水の中

のプランクトンを顕微鏡で調べます。 

◆日 時：10 月３日（土） 

９時 30 分～12 時(雨天でも実施) 

◆対 象：小学生以上（小学生は保護者同伴） 

◆定 員：６人 

◆参加費：無料 

◆服 装：帽子、活動しやすい服装 

◆申込み：９月１日（火）から（市外 翌日から） 

どんぐりを拾って、どんぐり笛やこまを作ろう 

 上尾丸山公園内のいろいろな種類のどんぐりを拾い、

形や大きさなどを調べます。 

◆日 時：10 月 1８日（日）９時 30 分～12 時(雨天でも実施) 

◆定 員：６人(先着順) (小学生以下は保護者同伴) 

◆参加費：無料 

◆服 装：帽子、活動しやすい服装 

◆持ち物：ビニール袋 

◆申込み：９月１日（火）から（市外 翌日から） 

かわいいどんぐりカレンダーを作ろう 
オリジナルカレンダーを作ります。 

◆日 時：10 月 2４日（土）９時 30 分～12 時(雨天でも実施) 

◆定 員：６人（一家族 1 個） 

（小学生以下は保護者同伴） 

◆参加費：無料 

◆申込み：９月１日（火）から（市外 翌日から） 

葉っぱを調べて、葉っぱで遊ぼう 
葉を調べた後、葉脈を取り出してカードを作ります。 

◆日 時：11 月８日（日）９時 30 分～12 時(雨天でも実施) 

◆対 象：小学生以上（小学生は保護者同伴） 

◆定 員：６人(先着順) 

◆服 装：帽子、活動しやすい服装 

◆参加費：無料      

◆持ち物：筆記用具、ビニール袋 

◆申込み：1０月１日（木）から（市外 翌日から） 

 

 

冬の寄せ植え 
 クリスマスからお正月に向けた冬の寄せ植えをします。 

◆日 時：11 月 1１日（水）10 時～11 時 30 分 

◆定 員：2０人      

◆参加費：2,000 円     

◆服 装：汚れても良い服装   

◆持ち物：軍手またはゴム手袋、エプロン 

◆申込み：1０月１日 (木) から（市外 翌日から） 

 

 

 

                 

 

マツボックリを探して、クリスマスツリーを作ろう 
いろいろなマツボックリを観察し簡単な飾りを 

作ります。（１家族１個） 

年末教室 しめ縄作り    小型 門松作り 
もち米のわらを使ってしめ縄を作ります。  

自然観察会 
◎開催日：毎週土曜日・日曜日 ※雨天決行 

     （自然学習教室の開催日を除く） 

◎時 間：午前は 10 時 30 分から。 

午後は１時 30 分から。 

     所要時間は約１時間。 

◎受 付：当日、自然学習館の受付にて。 

     午前は 10 時から。午後は１時から。 

◎参加費：無料 

丸山公園内に約 30 分間で 1 周できるグリーンアド

ベンチャーコースがあります。コースを巡りながら名

札の付いている木について学んだり、番号札の付いて

いる木の名前を答えるという、自分が主体となって木

を学習する仕組みです。 

いつでも体験できますので、どんどんチャレンジし

てください。 

自然学習館の受付で午前９時から午後４時まで受け

付けています。 

グリーンアドベンチャー 各教室の申込みについて 
◎受付初日市内在住の方２日目から市外の方可 

午前９時～午後５時 

◎教室申込：電話で申し込んでください。 

（電話：048-780-1030） 

◎有料の教室：参加費は教室当日にご持参ください。 

（＊キャンセルの場合は料金をいただく場合があります） 

◎雨天中止と記載されていない教室は、 

すべて雨天でも実施します。 

自然学習館では、自然学習館周辺で

自然観察を行っています。四季おりお

りの自然を身近に感じられる楽しい

ひとときを、自然学習指導員と一緒に

過ごしてみませんか。 

子供から大人までどなたでも参加

できます。 

つる植物を調べて、ステキなリースを作ろう 

 上尾丸山公園内のつる植物を観察し、その特性を 

生かして飾りを作ります。（１家族１個） 

 ◆日 時：11 月 2２日（日）９時 30 分～12 時(雨天でも実施)  

◆対 象：小学生以上（小学生は保護者同伴） 

◆定 員：６人(先着順)           

◆服 装：帽子、活動しやすい服装 

◆参加費：無料      

◆持ち物：ビニール袋、軍手、剪定ハサミ、ペンチ（持っている人） 

◆申込み：1０月１日（木）から（市外 翌日から） 

 

 

 

 

◆日 時：12 月６日（日）９時 30 分～12 時 (雨天でも実施) 

◆定 員：６人（小学生以下は保護者同伴） 

◆参加費：無料         

◆持ち物：作った飾りを持ち帰る袋 

◆服 装：帽子、活動しやすい服装  

◆申込み：1１月１日（日）から（市外 翌日から） 

新年特別教室 名前入りの江戸角凧を作ろう 
自分の名前の入った縁起凧を作って揚げます 

・ 

◆日 時：令和３年 1 月１０日（日）９時 30 分～12 時 

◆定 員：６人（小学生以下は保護者同伴） 

◆参加費：1,500 円     

◆服 装：手袋（軍手） 

◆申込み：12 月１日（火）から（市外 翌日から） 

 

 

 

 

 
 1２日(土)9時 30分～12時 「オリジナルのクリスマス飾りを作ろう」参加費無料 

◆定 員：６人 (小学生は保護者同伴)  ◆申込み：1１月 1 日（日）から(先着順・市外 翌日から)  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆日 時：12 月 2６日（土） 

 13 時 30 分～15 時 30 分 

◆定 員：６人（１家族 1 個） 

◆持ち物：軍手 

◆参加費：1,000 円 

◆服 装：作業できる服装 

◆申込み：1１月 1 日（日）から 

（市外 翌日から） 

◆日 時：12月 2６日（土）   

９時 30 分～11 時 30 分   

◆定 員：６人（１家族 1 個）   

◆持ち物：木バサミ        

◆参加費：７00 円         

◆服 装：床に座って作業できる服装 

◆申込み：1１月 1 日（日）から     

（市外 翌日から） 

大人のバードウォッチング入門 ① 
冬鳥を中心に目と耳を使って公園の鳥を観察します。 

◆日 時：１月１４日（木）９時３０分～１２時  

◆定 員：６人   ◆対 象：１８歳以上の方 

◆参加費：無料  

◆持ち物：双眼鏡（貸し出しあり）※雨天中止 

◆服 装：活動しやすい服装 

◆申込み：１２月１日（火）から（市外 翌日から） 

http://www.illust-box.jp/sozai/28733/


豆 知 識 

 ヒガンバナの異名「ハミズハナミズ」 

ヒガンバナ、県内では日高市高麗の巾着田が有名ですが、ここ丸山公園でも群生しており、９月

も中頃になれば、真っ赤に燃える炎のような花を愛でることができます。 

 ちょうどお彼岸の時分に一斉に咲くことから、彼岸花と名付けられていますが、このヒガンバナ

異名の数日本一。曼殊沙華〈まんじゅしゃげ〉を筆頭に、いくつか挙げてみますと死人花〈しびと

ばな〉地獄花〈じごくばな〉火事花〈かじばな〉毒花〈どくばな〉狐の松明〈きつねのたいまつ〉 

まだまだあるそうですが、故人を偲ぶ彼岸の頃、妖艶な花を咲かせるからか、「あの花の下には

死者が眠っているって話だよ」なんて不吉な言い伝えとともに、死人花などというありがたくない

異名をつけられてしまったようです。 

 

そんな異名の一つに「ハミズハナミズ」というのがあります。「花は葉を見ず葉は花を見ず」で、

「葉見ず、花見ず」と名づけられたとのこと。 

 

 

 

 

 

 

 
写真①            写真② (ウィキペディアより) 

写真①のヒガンバナに葉は一枚も見当たりませんね。ヒガンバナは、葉を出さずに茎だけ伸ばし

て花を咲かせ、花が散った後に葉を出すという（写真②）ちょっと変わった生態です。そこで「花

は葉を見ず 葉は花を見ず」と歌われて、互いに相まみえることのできない相手を想い慕う「相思華」

なんてロマンティックな異名もあるのだとか。 

 もっとも当のヒガンバナ、人間の心情などおかまいなく、生き抜くために身につけた生態です。 

つまり、多くの植物が眠りに就く冬の間にせっせと葉を茂らせ、たっぷり日光を浴びて球根に栄

養分を貯め込む。そして多くの植物が成長する春から夏にかけてはむやみな競争を避けるためあえ

て葉を枯らして休眠し、秋の訪れとともに一気に開花する‥‥逆転の発想？で生き抜くという術を

身につけているのです。 

      

 先に異名数ナンバー１と述べましたが、なんと１０００を超える異名を持っているヒガンバナ。 

ひとつひとつ異名にはそれなりのいわれや言い伝えがあるようです。それらを調べてみてはいかが

ですか。今までとは一味違った(と言っても、毒草です！)ヒガンバナを楽しむことができるでしょ

う。その節はどうぞ丸山公園にお越しください。 

かわせみ２０２０（第８７号）発行：上尾市自然学習館 指定管理者 公益財団法人 上尾市地域振興公

社 


